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背 景

• 入学者の4割が推薦＋ＡＯ入試
→学習時間の絶対量の不足

• クラス内での学力格差
• 就職が良いからとの進路指導を受けた入学生
• 来年，JABEE審査受審予定（３度目）

• 教育の質，国際通用性の確保（中教審 ）
• 受講生全体の質の向上と学習成果の可視化
• 研究活動時間の確保（ITC導入は必至）
• LMSMoodleを導入している



化学概論I，II，基礎物理化学，分析化学，基礎無機化学，無機化学



授業の基本デザイン

講義(1)
§19.1，19.2

締切
（24時）

Moodle HW（10問，無制限）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

講義(2)
§19.3，19.4

締切
（24時）

Moodle HW（10問，無制限）

講義(3)
§19.5，19.6

締切
（24時）

Moodle HW（10問，無制限）

講義(4)
§19.7，19.8

締切
（24時）

Moodle HW（10問，無制限）

補講＋Mテスト
§19.1‐19.8

１

２

３

４

５ ３０問題（HWと異なる問題）
コンピュータがランダムに選択

（week）

（day）

21章
23章
19章

正答率が低い
HW問題を解説

（補講）

Mテスト
§19.1-19.8
放課後(2016

〜)



Moodle：プッシュ型HWでの回答の根拠記述画面（2016年度）



Moodleプッシュ型HW用問題（教員画面）



〔成績評価方法および基準〕
Moodleアサインメント（30%），確認テスト3回の平均点（70%）
の合計100%にて評価し，60%以上を合格とする．

〔成績評価方法および基準〕
Moodleアサインメント（30%），確認テスト3回の平均点（60%），
授業参加への積極度（スマホを用いたクリッカー:10%）の合計
100%にて評価し，60%以上を合格とする．

〜H27年度

H28年度

成績評価方法および基準



[H27]

66.2/70

63.8/70

62.8/70

HW[12/12回 30/30点] +64.3/70点

63.8/70

68.5/70

60.1/70

HW[12/12回 30/30点] +64.1/70点

1位/80人
94.2点

2位/80人
94.1点

成績最上位層の授業カード 記述：具体的



74位/80人
54.4点

77位/80人
46.7点

13.6/70

35.5/70

27.3/70

35.5/70

HW[9/12回 20.3/30] +26.4/70点HW[11/12回 26.5/30点] +27.8/70点

23.6/70

24.3/70

[H27] 成績最下位層の授業カード 記述：具体的でない
👉授業に集中できていない？



QA 学生側待機画面（左）と回答画面（右）

QA 教員側ログイン後の設問設定画面

スマホを用いたクリッカー（Quick Answer）の導入

スマホ タブレット，ノートPC





無機化学（2年生開講）各年度ごとの受講生の特徴とQA導入の効果

2014年度 2015年度 2016年度

最終成績
1位，2位 点数

90.81
88.41

94.1
94.1

94.2
93.5

最終成績
最下位層点数と順位＊

63位/68人 52.8
66位/68人 44.8

74位/79人 54.4
77位/79人 46.7

73位/78人 50.5
76位/78人 46.4

HW：30点満点
獲得者数

0人/71人
(90.81点)

34人/79人
(77.75点)

5人/78人
(87.73点)

HW：忘れる受講生
が出現する順位

11位/71人 36位/79人 14位/78人

TEST平均点
Chap. 21
Chap. 23
Chap. 19

Total

69.1/100
61.0/100
56.1/100

62.0/100

70.5/100
67.0/100
61.9/100

66.5/100

62.4/100
68.1/100
59.1/100**

63.2/100

＊試験のみ受験する受講生は除外
**出題問題の難易度を高めた（計算問題を追加）

2014年度：HW：回答の根拠の記述を要求（プッシュ型学習の強化）
2015年度：
2016年度：Quick Answerを導入



「無機化学」で取り扱う３章の内容

Chap. 21   Metallurgy and Chemistry of Metals 
§21.1 Occurrence of Metals, §21.2 Metallurgical Process
§21.3 Band Theory of Electrical Conductivity
§21.4 Periodic Trends in Metallic Properties 
§21.5 The Alkali Metals 
§21.6 The Alkaline Earth Metals
§21.7 Aluminum 

Chap. 23   Transition Metals and Coordination Compounds
§23.1 Properties of the Transition Metals
§23.2 Chemistry of Iron and Copper
§23.3 Coordination Compounds
§23.4 Structure of Coordination Compounds
§23.5 Bonding in Coordination Compounds: Crystal Field Theory
§22.6 Reactions of Coordination Compounds
§22.7 Applications of Coordination Compounds

Chap. 19 Nuclear Chemistry
§19.1 The Nature of Nuclear Reaction 
§19.2 Nuclear Stability, §19.3 Natural Radioactivity
§19.4 Nuclear Transmutation,   §19.5 Nuclear Fission 
§19.6 Nuclear Fusion, §19.7 Use of Isotopes
§19.8 Biological Effects of Radiation



各Chapterテストにおける得点者数（70点以上）の3年間の推移
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2016年度
QuickAnswerを導入したタイミング



HW トライ回数と成績の関係（学籍番号順 上位25名）

HW Number HW Number
留年生

60%未満

80%以上

Chap.21 Chap.23



60点未満
12人/76人

全QA質問数：18問
正解：1 point
不正解：0.5 point
未送信：0  point

2016無機化学（2年）受講者の成績（コース合計）とQAポイント数およびQA送信頻度の関係
（昇順） （昇順） （昇順）



まとめ

• QAの導入によってテスト成績が上昇する学
習効果が確認された．

• QAの導入によって無制限HW トライ回数の増
加が確認された．

• HW トライ回数と成績との相関は特に見られ
ない．

• QAの導入による学習効果はHW トライ回数と
は異なる別の要因が働いていると思われる．


